
真珠の魅力を世界へ伝えて。
美しき"真珠大使'，誕生
第1 0 回パールプリンセス最終審査

＆

Ｂ
月
１
日
は
真
珠
の
日
。
丁
度
、
そ
の
前
日
に
あ
た
る
５
月
別

日
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
「
真
珠
の
間
」
に
お
い
て
、

「
パ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
」
（
主
催
”
㈱
日
本
真
珠
振
興
会
田
崎
真
珠

田
崎
俊
作
会
長
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ
は
、
今
年
で

旧
回
目
を
迎
え
る
「
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
」
の
最
終
審
査
会
も
兼

ね
て
お
り
、
今
夜
は
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
の
パ
ー
テ
ィ
に
な
り
そ

う
な
予
感
。

パ
ー
テ
ィ
の
総
合
司
会
を
務
め
る
の
は
、
ダ
ン
デ
ィ
で
渋
い
魅

力
の
俳
優
岡
田
真
澄
さ
ん
。
来
賓
の
人
々
も
思
い
き
り
オ
シ
ャ
レ

に
装
い
、
会
場
は
華
麗
度
Ⅲ
％
・

杉
田
勝
時
即
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
実
行
委
員
会
委
員
長
の
挨
拶

の
後
、
即
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
最
終
審
査
会
の
ス
タ
ー
ト
。
今
年

の
応
募
総
数
は
、
な
ん
と
１
、
Ｏ
Ｂ
Ｓ
名
。
そ
の
う
ち
の
帥
名
が
、
厳

し
い
予
選
を
ク
リ
ア
し
て
、
今
日
の
ス
テ
ー
ジ
へ
臨
ん
で
い
る
。
さ

す
が
に
釦
名
各
々
、
個
性
的
で
イ
キ
イ
キ
と
輝
い
た
美
女
ば
か
り
。

さ
て
、
ミ
ス
コ
ン
批
判
の
高
ま
る
風
潮
の
中
で
の
こ
の
企
画
、

審
査
基
準
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
美
し
さ
が
基
準
で
は
な

い
。
」
、
と
の
こ
と
。
養
殖
真
珠
と
い
え
ば
、
日
本
特
有
の
産
業
で
あ

撫
謹
唾

も
ち
ろ
ん
海
外
へ
も
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と
い
う
任
務
が
プ

リ
ン
セ
ス
達
に
は
あ
る
。
い
わ
ば
彼
女
達
は
、
「
真
珠
大
使
」
な
の

だ
。
当
然
、
教
養
、
人
格
、
品
位
、
国
際
性
と
ト
ー
タ
ル
し
た
魅

力
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
審
査
員
の
田
崎

俊
作
会
長
、
女
優
の
加
茂
さ
く
ら
さ
ん
、
内
海
重
典
宝
塚
歌
劇
団

理
事
ら
の
厳
し
い
（
イ
ジ
ワ
ル
イ
？
）
質
問
を
、
印
名
の
パ
ー
ル

レ
デ
ィ
達
は
ウ
ィ
ッ
ト
溢
れ
る
答
で
応
酬
、
会
場
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
。
選
考
の
間
に
行
わ
れ
た
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
華

や
か
で
楽
し
く
、
結
果
発
表
を
待
ち
く
た
び
れ
る
暇
も
な
い
。

さ
て
．
即
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
は
Ｉ
？
即
パ
ー
ル
ア
イ
ド
ル

に
、
舞
台
度
胸
満
点
の
小
津
い
ず
み
さ
ん
（
大
阪
府
）
、
卯
パ
ー
ル

プ
リ
ン
セ
ス
に
金
子
一
枝
さ
ん
（
東
京
都
）
、
多
和
田
章
子
さ
ん
（
東

京
都
）
。
そ
し
て
見
事
、
卯
代
表
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
に
輝
い
た
の

が
、
名
前
に
真
珠
の
一
字
が
あ
り
ま
す
と
自
己
Ｐ
Ｒ
し
た
北
村
珠

代
さ
ん
。
華
や
か
で
、
多
忙
な
一
年
が
待
っ
て
い
る
彼
女
達
の
今

後
の
活
躍
に
心
か
ら
期
待
す
る

E目

'９０Pea｢｜Party

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ﾛ 凸1

ノ

零
壷

Ｉ ，
鹸
里

鐸

鯛‘。L－． Ｖ
hF１

、

」

画

ｒ

h 州F １
パーティ参加者も豪華な顔ぶれ

緊張の面持ちのパールレデイ（上〉
楽しげ( ？) に難問を出す審査員

美しいひとときをあなたと…

りO P e a rノP a r t y
3 1 s t ･ M a y ・新神戸オリエンタルホテルにて

ｌ
た
め
歴
代
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
達
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
。

艶

』
一
一

､’

、

二,墨画.P，

''１

一
一
》

《
凶
弔
Ｉ
Ｆ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



可

、／

厩
嘩
嘩
灯
心
■

壮図めく夏雲巴里の門の上

『

Ｐ

『‐

ミリア
瓦ハウス

』
》

』
Ｐ
ぽ

牽
卓
頃

贈

Ｋ

一

ヨ

北野

伊丹三樹彦写俳集
く巴里･ パリ〉より

一

巡一 ノ

… 黛妙 ＃
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神戸市中央区北野町2 丁目7 - 1 8
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～

８月1 0 日閏～
８月1 6日㈱

夏期休暇させて
いただきます。
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。

真白なクリスタルハーモニイ号が
神戸港にやってきた。

神戸っ子の僕も乗せてもらえそう
服部さんの新しいグラスで､ ｡ …. ．。

、平成2年６月２５日神戸海岸病院災小倉

zU

ﾉ篭
一■- ﾛ ｰ 宮

u Ⅱ画壷睡画一画Ｉ 隆一廷

処女航海のクリスタルハーモニィ号にケストドクター
として招待された小倉院長は7 ｊｌｌｌＨ、ホノルルを発
ってメキシコに。

月辰部メガ布

、

神戸・大丸前宮( 0 7 8 ) ３３１－１１２３
ノ
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７月1 1日⑳ﾌ ﾚ ｯ ｼ ｭ にオープンいたしますｂ

ＦＲｌＥＳＨＯＰＩ三Ｎ

BA C K H ＡＵＳ

神戸･平野に焼きたてのパンのお店がフレッシュオープンいたしました
其心をこめて焼きあげた手作りのパンを
ぜひ､ 一度ご賞味下さいませ。
又､ 香り揃いｶ ﾌ ｴ ﾃ ﾗ ｽ で

憩いのひとときをお楽しみ下きいませ。
きめやかな､おもてなしをご用意してお待ちいたしております。

（

§，

⑬
平野交差点山手幹組 ）

皿
FDBmI花R側麺噸哩

エフディピー

ｑＲ擬創建社Ｄ８ＬＲ設計
寄神建設株式会社１．２つ KＯＢＥＨＩＲＡＮＯ

中央ベーカリー株式会社兵庫区上三条町1 - 3 < 平野交差点> ＴＥＬ5 2 1 - 5 1 0 0

、
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蕊鐙 卜
つ
抑

●
○
○
Ｆ
Ｆ
ｍ
①
ｍ
ｚ
ｍ
三
の
一
之
六
○
ｍ
ｍ

ｌ
シ
ア
ト
ル
国
際
短
期
大
学
の
主
旨

か
ら
お
間
か
せ
ド
さ
い
。

本
学
は
ア
メ
リ
カ
大
学
１
校
の
日
本

校
で
は
な
く
、
短
大
か
ら
大
堆
、
大
学

神
戸
で
開
校
し
て
４
年
月
を
迎
え
た

シ
ア
ト
ル
国
際
短
期
大
学
Ｈ
本
校
。
来

年
に
は
東
京
校
と
大
阪
校
も
開
学
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
躍

進
を
遂
げ
そ
う
。
全
国
を
忙
し
く
飛
び

回
る
尾
崎
重
高
準
長
を
訪
ね
、
い
ろ
い

ろ
と
お
伺
い
し
た
。

来
春
に
は
東
京
と
大
阪
に
進
出

シ
ア
ト
ル
国
際
短
期
大
学

尾
崎
重
高
理
事
・
学
長
に
聞
く

（
関
西
学
院
大
学
商
学
部
昭
和
鯛
年
卒
業
）

ｉ
‐
’
１
１

、

iｌ
Ｐｌ

４

院
ま
で
一
環
し
た
国
際
人
教
育
の
ア
メ

リ
カ
総
合
大
学
で
す
。
現
在
、
日
本
の

大
顎
は
「
実
学
」
を
重
視
し
す
ぎ
る
た
め

「
一
般
教
養
教
育
」
が
出
来
て
い
ま
せ 壕

Ｆ

占

蝋

ん
ｃ
そ
の
た
め
、
物
蛎
を
多
角
的
に
と

ら
え
ら
れ
な
い
学
生
が
増
え
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。
そ
ん
な
弊
需
を
解
消

す
る
た
め
に
も
一
般
教
養
を
重
視
し
、

優
秀
な
国
際
人
の
企
業
管
理
者
と
短
大
、

大
学
の
良
き
研
究
番
、
教
育
街
を
育
成

す
る
こ
と
を
Ⅲ
的
と
し
て
い
ま
す
。

ｌ
本
校
の
特
色
は

ノ

( 左から〉シアトル大学のＡビニー学
長、Ｐケニー理事長、Ｊフォース教授

：｜§で砿瀬古紳幕ロ剛Ｗ荊牒学諒諦i # 優
大資ま正はあら謀と長嶺ら本聞医て法形作間実業台コは秀
き終すに将るれ士医をに沖でき療いが成法の力でがン、な
な取ね２１来我まＬ師養し縄は償アる、やを研を毎設ピ慢講
ボ得。世まがすのの成かまモれシわ即技き究身１１置１出師
イと紀す国・称秘すあでデなスけ戦能めだに３さ｜来陣
ンぃのまに高号諜るり２４ルいタで力技細け付時れタまと
卜う学すお齢がを可まの校のンすと術かにけ間て２５す水
でこ問増い化、養医せ指のでｌ、・しを < とさはお台 ･ 準
すとと加て社卒成療ん定本す学て併指どせ練り、ワの
ねも言し、会業す事・さ学が科社合導まま料、英｜高
・火えま医にする務病れと。と合しすらすし１文プい
， . j をるす療なる - , 管院た北いにたるず ･ て人タロ突
選とののりと医理の短海う通教人、碓ｌイ５０褐

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



( 上) シアトル大学本
校を訪れる語学研修
旅行は毎年夏休みに。
( 左から) 阪急電車か
ら見える神戸杖全景、
山の手恵比寿に開学
する東京校、吹田の
大阪校は超モダン鏡

巳

一一型

Ｌ

、

！
．
・
０
ｒ
竜
宮

シアトル国際短期大学神戸校
〒6 5 l 神戸市中央区琴ノ緒町１－５－１３
T E L O 7 8 - 2 5 2 - 0 7 0 0

策蕊…副ｆ職…
医嫌ｱｼｽﾀﾝﾄ学科-[鱒識攻
国際ピ…喉科-[:灘職
大学進学課程一英語専攻

請膿龍ま鴫７喰おす｜購今憲州そ
ら強ユのてず簸すル神が陰ねそがプ検卜談ロ外の
ししラ能人本後よド戸完様・れ取、定学所イに通
いたムカ学学に。の海全でで得文、校ワンもり
学いをがしの受社岸就過は川部英連Ｉス、で
校学編うて中験長病職去就来省文盟プト文す
で生成ルド身生秘院の３職ま英タワロラ部・
す諸しにさを｜こ課の実年のす語イｌ検ク肯当
◎君て発い知一Ｉま病績間方。検ブプ定タ秘校
にお揮・り言、院をはも定、ロ、１，噂で
とりで本、。当長残、好２日検日、検は
っ、き学 | 訓校秘せ卒調級商定本Ｈ定今
て本るで的のｆｌｆま業で等英、タ本、の
は当力ＩまをＯやし生しの文タイ商ワｌ矢
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シックなデザインの洋服、ヤングからミセスまで幅
広く着て頂けます。喫茶のコーナーもあります。
北野シルクハイツI1F1ELO78と221-654111:00AM~7;3OPM
定休日なし

北野坂で、グラスが唇に触れるとき、話らいの中に
男のロマンと女の優しさが生まれます。
北野シルクハイツIB1TELO78-22冬24235:00FM～4:UOAM
年中無休

ノ

1 F

いＬ－‐

E】

竜I

‘w‘＝詞で雫 』‘－町一憲雫認『＋曇』畷． 刺
』

Ⅱ

北野シルクハイツＩ
神戸市中央区山本通1 - 7 ~ 2 １

■
‐
由

北野シルクハイツⅡ
神戸市中央区山本通2 - 2 - 1 3

千変万化に煙き乱れる真珠の可憐な表情を気軽に
お楽しみいただけます。
◆小業主( 貸主）

●水木真珠有限会社
代表取締役尾川議顕
〒6 5 O 神戸市中央区加納町2 丁目４－１０
ＴＥＬＯ７８= 2 2 1 - 0 0 2 9 F A X O 7 8 - 2 4 2 - 0 0 2 9
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坂道を爽やかな風が走りぬけ今田も素敵な物語がはじまる一・
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夜のひとときをよりおしゃれに楽しんでいただく
バーです。アーティステイツク感覚がステキてす。
北野シルクハイツIB1TELO78-221-0131６:00FM～1;OOAM
火曜体

ミニパーティー､ コンパ､ 結婚式の２次会に御利用
下さい。家族的な親しみやすいお店です。
北野シルクハイツIB1TELO78-261-28｢１０１１:30AM～3DOPM
、53OPM~10:3OPM月曜休

理’しや患

識
ストラン
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アヌシー湖の湖畔にただずむような、やさしい雰
囲気の中でフランス料理をお楽しみ下さい。
北野シルクハイツI 1 F T E L O 7 8 2 4 2 - 3 0 3 1 1 1 : 1 5 A M ~ 2 B O P M
5 畑ＰＭ～9 : ＰＭ土･日･ 祭１１: 1 5 , A M ～帥5 P Ｍ木曜休

厳選された神戸肉のしゃぶしゃぶと吟醸酒を、京風
のしっとりした雰囲気の中で味わっていただけます。
しゃぶしゃぶ・冷しやぶ各５千円、白湯肉スープ７百円
吟醗酒千円北野シルクハイツI 1 F T E L O 7 8 - 2 3 2 - 1 3 0 8
5 p O P M～1 0 : 3 O P M水曜体
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匿瀬吉彦

啄

可

さん

咽アーバンライフ蕊

生
活
の
三
要
素
で
あ
る
〃
衣

食
住
“
を
テ
ー
マ
に
、
街
づ
く

り
が
進
行
し
て
い
る
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
・
そ
ん
な
中
で
、
こ
れ
ま

で
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
よ
っ
て

〃
住
“
の
分
野
を
担
っ
て
き
た

ア
ｉ
バ
ン
ラ
イ
フ
㈱
は
、
今
回

〃
食
“
の
分
野
に
進
出
。
そ
れ

が
、
既
に
着
エ
し
て
い
る
「
グ

ル
メ
ビ
ル
」
（
仮
称
）
だ
。

そ
こ
で
、
鹿
瀬
社
長
と
伝
承

料
理
研
究
家
の
奥
村
彪
生
さ
ん

が
、
こ
の
ビ
ル
に
ま
つ
わ
る
グ

ル
メ
に
つ
い
て
放
談
。
楽
し
い

グ
ル
メ
談
義
と
な
っ
た
。

信
し
て
い
く
べ
き
時
代
だ
と
常
々
、
思
う
ん
で
す
ね
。

で
、
そ
の
た
め
に
〃
食
〃
の
発
信
基
地
は
絶
対
に
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
、
神
戸
は
立
地
条
件

が
い
い
し
、
歴
史
的
背
景
を
考
え
て
も
い
ち
ば
ん
の
適

地
。
食
材
の
点
で
も
、
瀬
戸
内
の
海
の
幸
、
世
界
に
誇

る
神
戸
ビ
ー
フ
、
野
菜
も
な
か
な
か
美
味
し
い
し
恵
ま

れ
て
い
ま
す
よ
。
そ
こ
で
、
ま
ず
新
し
い
神
戸
の
料
理

を
つ
く
っ
て
欲
し
い
。
真
似
ご
と
で
な
い
神
戸
の
料
理

を
ね
。

庚
瀬
な
る
ほ
ど
…
神
戸
の
料
理
で
す
か
。

奥
村
そ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
世
界
へ
発
信
で
き
る

よ
う
に
グ
ル
メ
ピ
ル
が
提
供
し
て
い
く
ん
で
す
。
ま
た
、

食
材
の
他
に
も
料
理
に
関
っ
て
く
る
鍋
や
食
器
な
ど
も

含
め
た
〃
食
″
に
関
す
る
も
の
全
て
が
揃
う
場
所
で
あ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
・
腹
を
満
た
す
た
め
の
食
事
か
ら
、

楽
し
さ
、
ゆ
と
り
の
あ
る
食
事
を
求
め
ら
れ
る
時
代
に

な
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
今
や
、
〃
食
″
は
ト
ー
タ
ル
カ

ル
チ
ャ
ー
で
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
ね
。

だ
か
ら
、
〃
衣
〃
と
連
携
し
な
が
ら
〃
食
〃
を
育
て
て

い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

度
瀬
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
ビ
ル
に
関
し
て
も
、
〃
衣
〃

の
分
野
の
企
業
に
よ
る
出
店
の
申
し
込
み
が
多
い
ん
で

す
よ
。
〃
衣
″
は
〃
食
″
に
も
通
じ
る
考
え
方
を
も
つ

度
瀬
住
宅
も
そ
う
な
ん
で
す
が
、
街
が
絶
え
ず
変
化

し
て
い
く
よ
う
に
、
食
べ
る
も
の
も
変
わ
っ
て
い
く
と

思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
流
れ
の
中
で
、
誰
か
が
そ
れ

を
育
て
、
啓
蒙
し
、
時
代
に
合
わ
せ
て
い
く
心
が
な
い

と
、
こ
の
グ
ル
メ
ピ
ル
は
単
な
る
グ
ル
メ
街
と
何
ら
か

わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
ビ
ル
が
神

戸
か
ら
の
新
し
い
情
報
発
信
基
地
と
な
る
た
め
に
、
ど

ん
な
要
素
が
必
要
か
、
先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
お
教
え

を
受
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
…
。

奥
村
私
は
日
本
の
料
理
も
、
も
う
世
界
へ
向
け
て
発

『
Ｉ
』 ｜

ら

』
対
談
グ
ル
メ
と
街
と

街
坐
ｂ
〃
食
″
も

つ
く
り
、
そ
だ
て
る
も
の
。

グ
ル
メ
ビ
ル
で
新
し
い

食
文
化
の
創
造
を
。

《

ｂ

灼薄一一

ノ

ゲ
ス
ト
伝
承
料
理
研
究
家

奥
村
彪
生
さ
ん

ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
㈱
社
長

匿
瀬
吉
彦
さ
ん
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て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。

奥
村
特
に
、
女
性
は
食
事
を
す
る
時
に
、
服
や
靴
、

ヘ
ァ
ー
ス
タ
イ
ル
に
気
を
使
っ
た
り
す
る
で
し
よ
。
そ

ん
な
こ
と
か
ら
も
、
〃
衣
″
に
携
わ
る
企
業
が
〃
食
〃

に
注
目
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

鹿
瀬
私
は
、
〃
衣
食
住
″
の
中
で
日
本
が
今
の
世
界

に
誇
れ
る
の
は
、
や
は
り
〃
食
″
じ
ゃ
な
い
か
と
。
逆

／

、

画

に
、
〃
住
″
は
遅
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
、
高

層
住
宅
を
手
掛
け
て
お
り
ま
し
て
も
年
々
、
和
室
の
部

屋
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な
意
味
で
一
室
あ

れ
ば
い
い
よ
う
で
、
和
室
も
着
物
と
同
じ
よ
う
な
傾
向

に
あ
る
よ
う
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
〃
食
″
は
、

美
し
さ
、
そ
の
繊
細
さ
が
国
際
的
に
逸
品
で
、
ま
た
、
日

本
ほ
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
各
国
の
料
理
を
味
わ
え

る
国
も
他
に
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

奥
村
伝
統
的
に
日
本
人
は
質
の
い
い

も
の
を
食
べ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

建
築
様
式
と
も
つ
な
が
り
が
あ
る
ん
で

す
よ
。
例
え
ば
、
伊
勢
神
宮
や
出
雲
大
社

に
し
て
も
日
本
の
古
社
は
殆
ん
ど
桧
の

白
木
づ
く
り
。
こ
れ
ほ
ど
木
の
中
心
部

を
使
用
し
た
建
築
物
は
世
界
で
も
珍
し

い
。
ま
さ
し
く
、
料
理
も
そ
れ
で
す
ね
。

そ
ん
な
Ｈ
本
の
伝
統
も
含
め
た
過
去
か

ら
未
来
ま
で
の
〃
食
〃
に
関
す
る
資
料

を
集
め
て
、
食
の
情
報
セ
ン
タ
ー
を
つ

く
り
、
み
な
さ
ん
に
情
報
を
提
供
で
き

た
ら
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
共
に
、
六
甲

ア
イ
ラ
ン
ド
の
住
民
と
一
体
と
な
っ
て

イ
ベ
ン
ト
を
催
し
た
り
、
お
も
し
ろ
い

発
想
で
ビ
ル
を
推
し
進
め
れ
ば
自
然
と

人
が
集
ま
っ
て
き
て
振
や
か
な
街
に
な

り
ま
す
よ
。

度
瀬
街
は
っ
く
り
、
育
て
る
も
の
。

や
は
り
、
街
を
産
ん
だ
か
ら
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
の
文
化
を
育
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

奥
村
〃
食
〃
も
つ
く
り
、
育
て
る
も

の
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
人
が
寄
っ
て
く

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
食

文
化
の
鉄
則
で
す
か
ら
ね
。
そ
う
い
う

構
想
の
も
と
で
、
世
界
の
美
味
し
い
料

理
も
こ
の
ピ
ル
に
集
ま
っ
て
、
味
わ
え

る
よ
う
に
な
れ
ば
理
想
的
な
情
報
発
信

基
地
に
な
り
ま
す
よ
。

恥
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１

Ｐ
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ｈ一J

ｌ
光
昨
秋
曇
は
今
ピ
ッ
グ
プ
ロ
っ
て
老
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
サ
ザ
ン
セ
ト
・
リ

ソ
ー
ト
開
発
』
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
山
、
県
の
瀬
戸
内
海

に
而
し
た
「
大
島
・
久
賀
地
区
」
に
、

大
型
マ
リ
ー
ナ
基
地
を
中
心
に
、
本
格

的
な
英
国
風
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を
建
設
し

長
期
滞
在
型
の
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
開
発

を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。

大
島
は
屋
代
烏
と
も
呼
ば
れ
、
万
葉

集
に
も
詠
ま
れ
た
風
光
明
蛸
な
島
で
す
勺

大
島
は
光
井
社
長
の
ご
出
身
地
。
今
日

は
同
じ
く
大
島
ご
出
身
の
歴
史
学
肴
・

奈
良
本
辰
也
先
生
と
、
母
上
の
花
柳
呂

月
先
生
が
大
島
出
身
の
花
柳
芳
一
先
堆

と
ご
一
緒
に
自
然
と
歴
史
と
リ
ゾ
ー
ト

開
発
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

光
井
は
じ
め
に
「
サ
ザ
ン
セ
ト
・
リ

ゾ
，
‐
卜
開
発
」
に
つ
い
て
ざ
っ
と
説
明

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
実
は
前
久
賀
町

長
の
緒
方
良
太
郎
さ
ん
が
、
４
年
半
ほ

ど
前
に
関
西
で
町
人
会
を
や
り
、
私
も

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
出
た
話
に

大
島
で
は
若
い
人
が
ど
ん
ど
ん
出
て
行

自然との調和を生かしたリゾート完成予想図

こ
の
ま
ま
で
は
過
疎
化
の
一
途
を
た
ど

る
。
何
か
活
性
化
の
道
を
探
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
の
危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
釦
年
間
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
し
て

や
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
お
手
伝
い
す

る
と
す
れ
ば
自
然
景
観
を
生
か
し
た
リ

ゾ
ー
ト
開
発
し
か
方
法
が
な
い
と
考
え

ま
し
た
。
し
か
し
何
分
に
も
大
き
な
プ

ロ
ジ
ヱ
ク
ト
と
な
り
ま
す
の
で
、
．
企
業

だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
鋪
３

セ
ク
タ
ー
を
つ
く
り
、
山
口
県
と
大
島

・
久
賀
・
橘
・
東
和
の
４
町
を
は
じ
め
、

地
元
経
済
界
の
中
心
で
あ
る
宇
部
典
農

山
側
銀
行
、
山
口
放
送
、
広
島
銀
行
、

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
他
に
束
求
建
物
、
・
計
．

菱
ガ
ス
化
学
、
富
士
銀
行
な
ど
に
出
資

を
頂
き
昨
年
ｎ
月
に
瀬
戸
内
海
リ
ゾ
ー

ト
株
式
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

奈
良
本
本
上
と
大
島
を
結
ぶ
大
島
大

橋
が
で
き
て
か
ら
、
か
え
っ
て
大
島
が

さ
び
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
通

過
地
点
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
だ
か
ら

開
発
は
難
し
い
ん
で
す
ね
。
足
の
便
が

よ
く
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
大
き
な
町

へ
人
が
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｃ
ＣＡＳＡＢＥＬＬＡ

、

■
文
化
創
造
対
談

大
島
（
山
口
県
）
に

文
化
と
ロ
マ
ン
の
あ
る

長
期
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の

開
発
を
め
ざ
す

ゲ
ス
ト

ノ

奈
良
本
辰
也

歴
史
学
者

花
柳
芳
一

邦
舞
家光

井
章

㈱
カ
サ
ベ
ラ
光
和
取
締
役
社
長
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、

／

ｉ

ｆ

光
井
確
か
に
便
利
に
な
っ
て
、
滅
び

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
、
便
利
に

な
っ
て
残
る
は
ゴ
ミ
ば
か
り
で
は
ど
う

し
よ
う
も
な
い
で
す
よ
関
。

奈
良
本
大
島
の
小
松
港
に
面
白
い
医

者
が
い
て
、
永
六
輔
な
ど
も
や
っ
て
き

て
い
ま
す
よ
。
小
松
に
は
山
口
県
の
柳

井
市
か
ら
船
が
着
く
の
で
、
昔
か
ら
栄

え
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
島
内
一
周

の
バ
ス
も
出
て
お
り
、
交
通
の
要
衝
だ

っ
た
の
で
す
が
、
橋
が
架
か
っ
て
か
ら

さ
び
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
大
島
で
の

一
番
の
魅
力
は
魚
の
旨
さ
で
す
。
魚
は

大
切
に
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

光
井
こ
こ
で
と
れ
た
魚
は
、
広
島
へ

も
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
大
島
に
は
、

そ
れ
を
捌
く
だ
け
の
市
場
が
な
い
か
ら

で
す
。
今
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

久
賀
港
に
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
を
つ
く
り

ま
す
が
、
そ
こ
で
と
れ
た
て
の
魚
を
売

る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

花
柳
私
は
子
供
時
分
、
夏
休
み
に
泳

ぎ
に
東
和
町
へ
よ
く
帰
り
ま
し
た
。
当

時
は
砂
浜
が
と
て
も
美
し
か
っ
た
こ
と

を
憶
え
て
い
ま
す
。

光
井
こ
れ
か
ら
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
が
、
精
神

文
明
を
残
し
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
ア
メ
リ
カ
文
明
の
よ
う
に
、
次
か

ら
次
へ
と
新
し
い
も
の
を
追
い
か
け
て

行
く
と
、
古
い
も
の
が
残
っ
て
い
か
な

く
な
る
。
で
す
か
ら
今
川
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
か

ら
の
紹
介
で
、
英
国
Ｗ
・
Ｓ
・
ア
ト
キ

ン
ス
社
に
開
発
を
依
頼
し
ま
し
た
。
同

社
は
こ
れ
ま
で
に
、
ド
バ
イ
（
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
）
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、
英

近

尚

鱗

騨捲

奈良本辰化生牛 光井社長

■

花柳芳一さん

１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ

、

三

～
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ノ

の
遊
女
も
恵
ま
れ
な
い
家
か
ら
働
き
に

株式会社光和地所

、
仏
ト
ン
ネ
ル
（
ド
ー
バ
ー
海
峡
）
の
開
し
た
り
し
て
。

奈
良
本
長
期
滞
在
型
の
リ
ゾ
ー
ト
は
ル
運
営
の
専
門
家
な
ど
が
い
ま
す
。
彼
何
か
こ
れ
を
題
材
と
し
た
ド
ラ
マ
が
で

き
な
い
か
と
思
っ
て
。
歴
史
の
小
径
を

時
代
の
流
れ
に
も
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
ら
の
姿
勢
は
、
と
に
か
く
同
然
を
大
事

つ
く
っ
て
そ
の
周
辺
に
歴
史
的
な
も
の

ね
。
私
は
、
夏
に
は
淡
路
の
別
荘
に
長
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
度
々
大

期
滞
在
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
も
の
島
へ
来
て
長
期
滞
在
し
な
が
ら
研
究
を
を
つ
く
っ
た
り
し
て
、
と
考
え
て
ま
す
。

書
き
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
す
ね
。
ビ
重
ね
て
い
ま
す
。
奈
良
本
古
事
伝
来
の
ロ
マ
ン
を
う
ま

ジ
ネ
ス
マ
ン
だ
っ
た
ら
大
変
か
も
し
れ
奈
良
本
大
島
に
は
銘
ヶ
所
の
霊
場
巡
く
り
ソ
ー
ト
開
発
の
中
に
生
か
せ
れ
ば

な
い
関
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
意
味
で
り
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

い
い
で
す
ね
。

出
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
で
自
分
の
や
つ

発
計
岡
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
私
光
井
ア
ト
キ
ン
ス
の
メ
ン
バ
ー
は
、

て
い
る
こ
と
を
恥
じ
て
出
家
を
し
て
、

達
が
考
え
て
い
ま
す
の
は
、
長
期
滞
在
木
の
１
本
１
本
ま
で
大
切
に
し
て
い
ま

四
国
の
巡
礼
を
始
め
た
ん
で
す
よ
。
生

理
い
”
し
い
誹
歴
請
一
挙
諏
施
棒
滞
引
吋
評
噌
醸
函
群
蒔
淋
垂
掘
峠
陣
畦
皿
岐
涯
に
捌
回
以
上
も
何
つ
た
。

好
き
な
人
の
た
め
に
自
殺
す
る
人
が

グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
な
ど
、
の
ス
タ
ッ
フ
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス
の
貴
族
の
遊
び
だ
そ
の
中
に
は
、
海
洋
学
者
、
気
象
学
者
、
い
る
け
ど
、
そ
こ
を
彼
は
生
き
の
び
る
。

っ
た
も
の
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
玄
植
物
学
者
、
景
観
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ホ
テ
そ
こ
に
ロ
マ
ン
が
あ
る
で
し
よ
。
ぼ
く

進
歩
し
な
が
ら
も
砂
浜
を
き
れ
い
に
残
棄
に
な
っ
て
遊
女
に
通
う
ん
で
す
。
そ

の
リ
ゾ
ー
ト
は
、
今
ま
で
日
本
に
は
な
光
井
茂
平
地
蔵
が
あ
り
ま
し
て
、
庄
花
柳
淡
路
に
は
人
形
浄
瑠
璃
が
あ
つ

か
っ
た
で
す
ね
。
屋
の
息
子
だ
っ
た
茂
平
さ
ん
は
貧
農
の
て
、
物
語
が
形
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が

こ
れ
を
ど
う
生
か
す
か
が
問
題
で
す
よ
。
娘
に
惣
れ
た
ん
で
す
が
、
結
局
一
緒
に

大
島
に
も
何
か
現
代
に
唯
か
せ
る
も
の

外
圃
は
そ
の
辺
が
す
ご
く
う
ま
く
て
、
な
れ
な
く
て
家
を
飛
び
出
し
、
自
暴
自
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
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